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本 研 究 の 目的 は妊 娠 の進 行 に伴 う主観 的 睡 眠感 ,睡 眠 を妨 げ る身 体 的 自覚 症

状 の把 握 に加 え ,睡 眠 姿勢 の変 化 の実 態 を把 握 す る こ と,お よび妊 娠 中 の睡 眠

姿勢 と,睡 眠 中 の 呼 吸・ 循 環器 系 の状 態 との 関連 を分析 す る こ とで あ る .

まず 妊 娠 中期 お よび 末期 の質 問紙 縦 断 調 査 を実施 した 。 201の 有 効 回答 を分

析 した結 果 ,妊 娠 末 期 の主観 的 睡 眠感 の評 価 は ,妊 娠 前 ,妊娠 中期 と比 較 して

多 くの項 目で 悪 くな つてい た 。 睡 眠満 足 感 を悪 くす る要 因 と して ,自 由な 姿 勢

を とれ な い こ とが 関連 して い た .入 眠 時 の 睡 眠 姿 勢 の 自党 は妊 娠 の進 行 に伴 い

変 化 して お り,妊娠 末 期 は仰 臥位 が減 少 して い た .ま た入 眠 時 に仰 臥位 以外 の

姿勢 を とる者 の多 くは ,睡 眠満 足 感 ,起 床 時 覚 醒 感 の評 価 が悪 く,睡 眠 姿 勢 と

睡 眠感 とが 関連 して い る可能 性 が示 唆 され た 。

次 に 睡 眠 姿 勢 と ともに ,呼 吸・循 環 器 系 の状 態 を測 定 す る観 察 調 査 を行 つ た 。

測 定 に は ,赤 外 線 ビデ オ カ メ ラ ,生 体傾 斜 計 ,空 気 動 圧 セ ンサ ,パ ル ス オ キ シ

メー タ を用 い た 。調 査 は妊 娠 中期 と末期 ,対 照群 の非 妊 婦 に も,同 様 の期 間 を

空 けて 2回 行 つ た .1回 の測 定 は連 続 した 二 夜 で実 施 し,2日 間 の平 均 値 を分 析

に用 い た 。妊 婦 6人 と非妊 婦 7人 のデ ー タ を分 析 した結 果 ,妊 婦 群 の睡 眠 姿 勢

で ,妊 娠 中期 よ り末 期 の方 が仰 臥位 の割 合 が 有 意 に減 少 して い た .ま た妊 娠 中

期 よ りも末 期 の脈 拍 数 が増加 し,Sp02は 低 下 して い た 。呼 吸 数 に時期 別 の違 い

は認 め られ な か つ た .そ れ らの結 果 は妊 娠 に伴 う正 常 な生 理 的 変化 に よ る と考

え られ た 。脈 拍 数 ,Sp02,呼 吸 数 の平均 値 は ,姿 勢 別 に分 析 した と ころ違 い は

認 め られ な か っ た 。 た だ し Sp02の 3%Dip部 分 の詳 細 な検 討 で ,Dip回 数 が最

も多 い 姿 勢 は仰 臥位 で あつた 。ま た Dip最 低 値 が終 夜 の 平 均 値 の 90%未 満 を示

した者 は BMIが 相 対 的 に大 き く,習 慣 的 にい び きの 自覚 が あ っ た 。

以 上 よ り呼 吸 関連 睡 眠障 害 の予 防 の視 点 か らも,妊 娠 中 の睡 眠 姿勢 と して は ,

早 期 か ら積 極 的 に仰 臥位 以外 の 姿勢 を勧 め る こ とが望 ま しい と考 え られ た .
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ISYNOPSIS]

This study aims to clarify subjective sleep quality,symptoms and

sleeping posture,and to analyze the relationship between respiratory and

circulatory system functions and sleeping posture in pregnant period.

A longitudinal research by questionnaires at 2nd and 3rd trimester of

pregnancy declared that subjective sleep quality of 3rd trimester was worse

than pre'pregnancy or 2nd trimestero RIestriction of posture was assuШ Led aS

a factor of worse sleep feeling of satisfactiOn.Awareness of sleeping posture

changed with pregnant progress,and supine posture decreased at 3rd

trilnestero Most of pregnant women without supine position had worse sleep

feeling of satisfaction and awakening,and it was suggested that there was a

relationship between sleeping posture and subjective sleep quality,

An observational research to コteasure states of respiratory and

circulatory system with sleeping posture¬was performed using an infrared

video camera, accelerometer, dynamic air‐ pressure sensor and pulse

oxi]metero Six pregnant women at 2nd and 3rd tri〕 mester and seven non

pregnant women were observed in twO continued night, and the data was

analyzed by the average of two nights. A.s a result, the supinё  posture

decreased significantly in 3rd trimester than 2nd trimestero And pulse rate

increased and SpC)2 deCreased in 3rd trim_ester than 2nd trimester.

Respiratory rate did not show a difference according to the pregnant period.

Pulse rate,SpC)2 and respiratory rate did not show a difference according to

sleeping posture but 30/O Dip of SpC)2 WaS recorded most frequently in supine

position. FromL theSe results, it was suggested that decrease of supine

position from early pregnant period was desirable for preventing maternity

hypopnea.


